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緊急通報システムについての利用説明書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

緊急通報装置は（NTTシルバーあんしんS）を利用していただきます。
機器使用料の助成の決定・取消しなどは町（担当：住民福祉課介護保険高齢者班）が行いますが、NTTとの連絡調整事務などは、社会福祉協議会にて行います。

＜システム概要＞

ペンダント型の発信機が押されると、第一協力者・第二協力者・消防署の順に連絡が入ります。「こちらは、7○-○○○○です。緊急通報システム・・・と自動音声が流れます」万が一誤って押してしまった場合は、取消しボタンにより解除できます。協力者で携帯電話を通報先に登録されている方は常に緊急通報先である事を認識し、緊急時に連絡がとれるようにしてください。
＜費用について＞

１．当初の設置にかかる取付け工事費￥３，１３２円は、自費になります。（モジューラーと電話機本体が離れている場合には、別途費用が発生します。）翌月の電話代と一緒にNTTより請求されます。
２．通報協力者が変更になった場合については、装置に変更番号を登録する為に別途費用が自費になる場合があります。
３．毎月の利用料金￥４１０円については町が負担します。

下記の様な事がありましたら、利用料の町負担が出来なくなります。
（1） 一人くらし・高齢者世帯ではなくなったとき
（2） 町外に転出したとき

（3） 社会福祉施設等に入所したとき

（4） 死亡したとき

すみやかに住民福祉課　介護保険高齢者班にご連絡ください

住民福祉課　介護保険高齢者班　℡７６－６６６９
＜メンテナンスについて＞

ペンダントの電池の消耗時期になるとNTTから連絡があります。又、数年に一度、定期的に通報確認訓練などがありますのでご承知ください。
＜緊急時の消防署の対応について＞

緊急通報時に消防署が駆け付けた時に施錠されている場合は、強制的に開鍵し救援することがありますのでご承知ください。

＜注意事項＞

〇一般加入電話（固定電話）にしか設置できません。（ひかり電話については、ご相談ください。）

〇ペンダント型の発信機と心臓ペースメーカの装着部位から22 cm以上離してください。
上記について、同意いたします。
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